
第 20 回日本母性看護学会学術集会プログラム（予定） 

6 月 23 日（土） 

12：50～ 開会式 

13：30～14：00 会長講演 「ウィメンズヘルスを支える多職種連携の実践」 

演者：鈴木幸子（埼玉県立大学保健医療福祉学部） 

14：10～15：00 14：10～15：40 

20 周年記念講演 

「リプロダクティブヘルス・ライツと生殖補助医療の近未来」 

演者：菊地盤（順天堂大学医学部附属浦安病院産婦人科先任准教授・リプロダクティブヘルスセンター長） 

セミナー 

「妊娠中の 

糖代謝異常」（仮） 

15：10～17：10 15：30～16：30 15：50～16：50 

20 周年記念シンポジウム 

「転換期に立つ日本母性看護学」 

公開講座 
「いつまでもいきいきと、美しく 

～加齢に伴う、女性のケア～」 
演者：須永康代（埼玉県立大学保健医療福祉

学部理学療法学科） 

CNS 活動報告会 

 
6 月 24 日（日） 

9：00～9：50 9：00～11：00 9：30～11：30 

教育講演① 

「生涯を通じた『女性のうつ』の予防と

対応」 

演者：鈴木利人（順天堂大学医学部附属越谷

病院メンタルクリニック 教授） 

シンポジウム① 

「思春期・青年期の 

ウィメンズヘルス」 

一般演題発表 

10：00～10：50  

教育講演② 

「虐待予防の取り組み 

 ～子どもシェルター～」 

演者：大倉浩（弁護士．特定非営利活動法

人子どもセンター・ピッピ代表） 

 

11：00～12：00   

特別講演「つながる コミュニケーションスキル」 

 演者：三遊亭楽生（落語家） 

12：00～13：00 ランチョンセミナー 

13：00～14：00 総会 

14：10～16：10 14：10～15：00 14：10～16：10 

シンポジウム② 

「妊娠期から子育て期にわたる 

切れ目のない支援」 

教育講演③ 

「快適な生活のためにからだを鍛える 

～骨盤底筋・姿勢・バランス～」 

演者：山本綾子（甲南女子大学看護  

リハビリテーション学部） 

一般演題発表 

16：20～ 閉会式 

 


